




















































１　評価対象施設

開始日

終了日

２　利用状況（目標と実績）

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

8,500 8,314 8,500 8,500 8,500 8,500

55,000 75,560 57,500 60,000 62,500 65,000

500 209 500 500 500 500

30.0 26.8 30.0 30.0 30.0 30.0

90.0 100.0 95.0 95.0 95.0 95.0

65.0 66.0 65.0 65.0 65.0 65.0

10.0 10.1 10.0 10.0 10.0 10.0

ｃ 人 ― 9,801 ― ― ― ―

2,500 3,227 2,500 2,500 2,500 2,500

5,000 4,379 5,000 5,000 5,000 5,000

３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

48.5%

再委託料比率 Ｅ/Ｂ 10.0% 8.3% 8.2% 8.1% 8.1%

人件費率 Ｄ/Ｂ 36.8% 46.3% 46.8% 47.2%

0

利用料比率 Ｃ/Ａ 22.7% 20.9% 20.5% 20.1% 20.1%

事業収入 Ａ-Ｂ 0 0 0 0

2,613,000

自主事業費 2,955,257 3,410,000 3,410,000 3,410,000 3,410,000

28,652,000

内、人件費 11,397,497 14,298,000 14,718,000 15,128,000 15,548,000

内、再委託料 3,111,127

事業費 28,019,258 27,452,000 28,052,000 28,652,000

2,559,000 2,577,000 2,595,000

支出計 30,974,515 30,862,000 31,462,000 32,062,000 32,062,000

3,602,000 3,602,000

その他(自主事業収等) 1,073,640 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000

20,800,000

利用料収入 7,021,875 6,460,000 6,460,000 6,460,000 6,460,000

指定管理料 19,600,000 19,600,000 20,200,000 20,800,000

教室等事業収入 3,279,000 3,602,000 3,602,000

収支計 30,974,515 30,862,000 31,462,000 32,062,000 32,062,000

区分 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度予算 令和9年度予算 令和10年度予算

自主事業
参加人数 ―

ｄ 目視確認数 人
海浜真砂土

みなと

ｂ 利用率 ％

元禄

海浜人工芝

海浜真砂土

みなと

令和9年度 令和10年度

ａ 利用者数 人

元禄

海浜

みなと

施設設置目的
本施設を利用することで、生涯を通じてスポーツに親しみ、健康・福祉の増進を図ると
ともに、地域のにぎわいづくりに貢献することを目的とする。

主な実施事業
一般及び団体への施設貸出に伴う使用許可、使用料徴収、各種スポーツ教室運に伴う告
知、参加料徴収、指導業務、また施設管理における体育館、公園内運動施設、公園内植
栽等の維持管理業務、サッカー、フットサル、グラウンドゴルフ等の自主事業

成果指標 単位 施設
令和6年度 令和7年度 令和8年度

所在地 兵庫県姫路市花田町一本松1-1 令和11年3月31日

選定方法 公募 評価実施年 指定期間　５年のうち　１年目

令和６年度　指定管理者管理運営事業評価シート

公の施設の名称 赤穂元禄スポーツセンター、赤穂の天塩海浜スポーツセンター及びみなとひろば

所在地 赤穂市御崎1783番地1、海浜町141番地　外

指定管理者
団体名 神姫バスグループ＆特定非営利活動法人赤穂市スポーツ施設管理運営協会 指定

期間

令和6年4月1日



４　事業評価

自己評価 所管評価
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収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

総括 「経費の収支等」に関する評価　【標準4項目/本施設4項目】

総括 「業務の内容・水準」に関する評価　【標準20項目/本施設20項目】

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。

収支状況

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。

事業評価
利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。

市、体育協会、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。

総括 ［業務の実施体制」に関する評価　【標準18項目/本施設17項目】

②
サ
ー
ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、使用日、使用時間等を遵守している。

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。

利用者対応
利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。

事業運営

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。

事業計画に即し、必須事業を実施している。

施設の目的に沿った自主事業を実施している。

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。

維持管理

仕様書等に従い、施設の維持管理を適切に行っている。

仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。

法令順守 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守しているか。

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされているか。

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。

評価区分 評価項目

①
サ
ー
ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。

外部委託業者に対して協定書等を遵守しているか。

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

良好 優良、要改善以外の評価

要改善 自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

良好 優良、要改善以外の評価

要改善 評価基準にCが1割以上含まれる。

総合評価 優良 自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

良好 協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

要改善 協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

総括 優良 評価基準項目が全てB以上であり、かつAが過半数である。

前年評価 Ｂ 総合評価 Ｂ

自己評価・所管評価 優良 基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

所見
(成果、課題等)

【自己評価】

　海浜スポーツセンターではコンスタントに大会が開催される一方で、参加人数減少に
よる規模が縮小している大会も相次ぎ、これまでの分散開催から集約開催となり利用件
数が減少する結果となった。
　その一方で個人のサークルや神戸方面からの団体利用が増加傾向にあり、大会未開催
の週末や夜間には、このような新規利用の増加により人工芝グラウンドの利用率が100％
となり、開場日にはいずれかの時間帯で利用があるといった１年になりました。
　元禄スポーツセンターでは、定期的に少年野球・ソフトボールが開催された他、同種
目のチームによる利用（練習）もあったことから、市内利用者数の増加に繋がっていま
す。
　みなとひろばでは占有利用の件数こそ少ないものの、バスケットやスケートボードの
利用で日々来場される方で賑わい『公園』としての設置目的が達成される結果となって
います。
　今年度より施設利用料の支払い方法としてキャッシュレス決済を導入しました。決済
にはクレジットカードの他、ＱＲコード決済も可能となっており、海浜スポーツセン
ターをご利用になる若年層を中心に決済利用の周知が広まっており、今後も利用者の利
便性向上を図ることを目的に継続導入をいたします。

【所管評価】

　全体的に協定書を遵守し、指定管理者として円滑な管理運営に努められている。
　今年度は、施設利用料金のキャッシュレス化を導入し、利用者の利便性向上を図って
いる。
　一方で、自主事業の参加者獲得や元禄スポーツセンターやみなとひろばの利用状況に
おける課題があるが、利用者へのヒアリングやアンケートを行い、実施内容の再検討を
行うなど、利用者等の確保に努められたい。
　また、各施設での目標値の達成に向けて、引続き施設の適切な維持管理を継続して実
施されたい。


